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地域のみなさま、寒中お見舞い申し上げます。

私たち地域包括支援センターは今年も地域の皆様との出会いを大切に、一緒に誰もが安心して暮らせる街づくりのお手伝いをさせていただきたいと思っております。その一環として、この紙面を通して身近な暮らしの中で役立つ福祉や保健の情報を発信してまいります。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。（地域包括支援センター職員一同）



最近は介護の中でも「男性介護者」という言葉を良く耳にするようになりました。今でも主に介護する方は女性が多いのが現状ですがその一方、介護をする男性も増えています。

こうした中、昨年暮れに「地域で見守る!仲間と支える!男性介護の輪」というテーマで講演会が開かれました。講師に立ったのは神奈川保健福祉大学の太田貞司先生、認知症の家族の会神奈川県支部代表の杉山孝博医師、そして認知症の奥様を介護している家族のお二人でした。今回はその講演会の一部をご紹介させていただきます。
《講師のお話から》
ここ10年で介護サービスの量は急速に増えましたが、「介護」は介護保険制度や公的なサービスだけで支えられるものではなく、やはりそのベースに家族の支えがあります。今改めて家族の介護や家族の果たす役割を考えていくことが大切になってきています。（太田先生のお話から）

すでに介護は女性がするものという考え方は変化しています。1990年頃は男性介護者の比率が全体の15～17％しかありませんでした。しかし2009年末には34％と、約20年間で倍増しており男性の介護が特別なことではなくなってきています。この背景にあるものとして次のことが考えられます。「女性の社会進出率が高くなったことに加え、核家族化が進行した結果、配偶者が介護をするケースが増えた」また、「介護保険などのサービスがたくさん利用できるようになり、比較的男性が苦手な家事（ヘルパー、配食サービス、コンビニなど）、特に食事作りが容易になり、誰でも介護をし、介護をされる時代になった」ということです。（杉山先生のお話から）
お二人の話に共通していたことは、「介護をする人、される人」を孤立させないことが大切であり、「そのために何が必要か？」を地域で考えることがこの課題を解決するカギになるということでした。
続いての講演は、男性介護者のお二人によるご自身の介護体験でした。


介護をする中で、なにより炊事、洗濯、調理など家事に関わることが大変でした。いかに、今まで何もしてこなかったことが身に染みました。今やホームヘルプサービスが充実してきたと言っても、家事は365日、休みなく毎日のことになりますので、慣れない家事に介護とその大変さは想像以上の難題でした。また、排泄の介護をした時には妻と自分のプライドが傷つくようで抵抗があり、心を痛めました。下着やおむつを買いにいくのも恥ずかしく、慣れるまでは大変でした。気持ちが変わったのは、介護を仕事として心得たときでした。妻を支える大切な仕事だと思えたら、しんどさが幾分軽くなりました。前を向いてやり始めると体力はあるし、介護の工夫や勉強をしたくなりました。（お二人の体験談から）

そして、お二人がともに話されたことは、「家族会との関わりが、かけがえのない支えになった」ということでした。
「定年後の生活は、夫婦で、いろいろなものを楽しもうとバラ色の生活を考えていたら、急に認知症の介護となってしまうというギャップは、計り知れない出来事だった…」
「認知症の家族の介護は、経験がないとまったくわからないため、親しい友人や近所に人などに話しても、つらい状況や気持ちをわかってもらえず、いっそう孤独が増した…」
このような体験をされた彼らにとって、同じ思いが共有できる家族会は、自分の気持ちを正直に打ちあけられる場であり、何度も救われたそうです。
杉山先生は、「家族会は、認知症のご本人や介護者を励まし、安心、安らぎを与える存在としてある。それだけではなく、国や自治体に対して要望書の提出などの活動を通して、認知症の介護の問題を社会に提言してきた大切な役割がある」とお話されました。
また、太田先生は「今までに出会った男性介護者は、家族会などの活動の中で、役割や意義を感じて活動される方が多かった」と話されていました。

そして、家族会で活動されているお二人も、「今日のような場で、自分の介護体験を話すことができ、一人でもいいから誰かの役にたったり、また会として行政への提言などを行ったりすることで社会と認知症の方とその家族の架け橋になれたらありがたい」と話されていました。






















講演を聴講して


今回の講演会に参加して、介護者が集まり気持ちを共有できる場所としての家族会の大切さを改めて学びました。また、男性の介護に関する報道はネガティブなものが多い中、エネルギッシュに介護体験の辛さや喜びを話してくださる家族会の方々の姿からは、エネルギーをもらいました。（冨永）











講演会レポート


























